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8 歳から 9 歳の子どもにおけるジェンダーの習得とジェンダー・ス
テレオタイプに対する反応――小学校におけるフィールドワーク 
How do Children Aged 8 and 9 Learn Gender and React to Gender Stereotypes? 
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滞在期間 所在地 学年 小学校の仮名 
1ヶ月 横浜市 1年生 A小学校 
1ヶ月 埼玉県 5年生 B小学校 
1ヶ月 東京都 2年生  
C小学校 1ヶ月 東京都 4年生 
2週間 山形県 6年生  
D小学校 2週間 山形県 3年生 
 















ら 10歳までは、質問者のことを気にせず話すことへの集中力は 5分から 20分ぐ
らいである。10歳以降だと、外部の人に正直に話すことはあまりないが、集中し
ながらまとまりのある長い会話ができる。そのため、4 年生と 5 年生は、一緒に
グループ・ディスカッションをし、1 年生と 2 年生の子どもたちは、担任の教員
と一緒に短いアンケートを実施した。たとえば、2年生と 3年生には、『どうして 
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